
現況及び将来において懸念される課題の改善

現在の宇都宮市

Ⅰ .

P.1

宇都宮市都市・地域交通戦略取り組みイメージ

・中心市街地の活力低下
（＝ ）・行政コストの増大　  市民の負担増 

・交通渋滞の発生
・環境負荷の増大
・車を利用できない人の移動自由度の低下
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目指すべき将来像

。・サービス水準の向上を軸とした公共交通の正のスパイラルへの転換を図る 

・ 、人口減少・高齢社会を見通して 効率的で環境に配慮した
持続可能な都市構造を構築する必要がある

・ 、宇都宮市が活力を維持する上で 工業団地などの良好な生
、産環境の整備や 魅力ある中心市街地の創出を図っていく

必要がある

（ ） 、・地域特性に応じて自動車 道路 と公共交通のバランスを見直し 過度な自
動車利用を修正していくことが必要である

、・利用者の視点に立ち 利用しやすく加えて効率性の高い持続可能で効率的な
公共交通ネットワークが必要である

、 、・過度な自動車依存からの脱却には 利用者の協力が必要不可欠であり 利用
、 、者 事業者 行政機関が総力を結集して取り組んで行くことが必要である

、・目指すべきまちづくりの実現のため 公
共交通の負のスパイラルの悪循環を正の

「スパイラルに転換させる 宇都宮市都
」市・地域交通戦略 が必要となる

趨勢型の将来像

・今までのように自動車利用者の需要に追随した道路整備を優先的に進めた
。場合 

。・交通渋滞が改善しない 

。・公共交通のサービス水準が低下するとともに公共交通不便地域が拡大する 
。・環境負荷の増大により地球温暖化が進む 

。・中心市街地などの活力が更に低下する 

（ 、 ） 、・社会インフラ 道路 ライフラインなど 維持費用が増加し 必然的に一人当たり

。の行政コスト負担額が増加する 

。・車を利用できない人の移動自由度が低下する 

、これまで宇都宮市は 自動車中心のまちとして都市が形成
、されていましたが これからの少子・高齢社会の進行や地球

、環境問題に対応するためには 過度に自動車に依存した都市
、 「 」構造から脱却し 持続性が高い まちづくり を進めていく
。ことが必要です 

、 、このため 宇都宮市は その基盤となる交通体系の構築に
、 、 ３あたって 関係者相互の連携のもと 以下の つの理念によ

。り進めていきます 

１理念 
・ 、都市機能の集約と円滑なモビリティの確保により ネッ

トワーク型コンパクトシティを実現
２理念 

・ 、利便性・明示性・効率性の高い 持続可能な交通ネット
ワークの整備を推進
３理念 

・ 、 、関係者相互で連携し 公共交通を守り 育てる“マイバ
、ス” “マイレール”意識を醸成

宇 都 宮 市 都 市 ・ 地 域 交 通 戦 略 の 基 本 理 念



　空白地域・不便地域の解消
を目指す場合　

（ ）　 仮に現況のネットワークで対応 

Ⅱ .

① 公共交通空白地域・不便地域の存在

③ 公共交通の相互連携が不十分

P.2

④ その他の課題

ネットワーク再構築
による総合的な対応

・公共交通サービスが全く受けられない公共交通空
、 、白地域は 市街化区域外に加えて 市街化区域内

にも存在
・公共交通が選択しにくいサービス水準の公共交通
不便地域も多く存在

、・栃木県経済を牽引する鬼怒川左岸地域は 大部分
、が公共交通不便地域であり 産業支援として不十

分
・まちづくりと公共交通が連携しない状況が継続

＜ ＞ 宇都宮市の公共交通サービスに関する定義 
： ｍ、・公共交通空白地域 鉄道駅から半径1,500  バス

ｍ停から半径250 以遠の地域
：・公共交通不便地域 公共交通の利用圏域であるがオ

フピークの運行が2本/時未満
の地域

（ Ｐ ～ ） 別冊資料 3 6 

、・需要の可能性が高い 人口や産業が集積した地域
の規模と合致しないバスの運行サービス

・企業努力をしているものの利用者は減少している

･・鉄道 バスの相互連携が不十分
･・鉄道 バス等の結節施設整備が不十分

ＪＲ 、・  宇都宮駅は 多数のバスが発着するにも関わ
らず乗り継ぎ案内が不十分

利便性確保が不十分
・定時性確保が困難
・バリアフリー等への対応が不十分

現況のネットワークで対応をおこなった
、 。場合 抜本的な解決には至らない このよ

、うなことから 問題を根本的に解決するた
めに効率の良い公共交通ネットワークを形

。成する必要がある 

郊外部における空白地域の改善

・地域内交通の整備
・地域内交通が結節する路線バスの維持・存続又は経路変更

＜ ＞ 公共交通空白地域 
、 （ ）・公共交通空白地域に 夜間入口の約3割 約17万人 が居住

、 （ （ Ｐ ）・市街化区域においても 夜間人口の約2.5割 約10万人)が居住 別冊資料 1 

＜ ＞ 公共交通不便地域 
、・市街化区域の公共交通空白地域及び公共交通不便地域の居住者は 夜間人口の約4.5

（ ） 、 （ ） （割 約17万人 に達し 従業人口カバー率でも約3.5割 約6万人 が従業 別冊資
Ｐ ～ ）料 7 8 

（ Ｐ ）・東部産業拠点は全域が公共交通不便地域 別冊資料 7 

、 ／ 、ＪＲ・鉄道は 概ね3本 時を確保されているものの   宇都宮線終発時刻が22時台と近
（ Ｐ ）隣県庁所在地より早い 別冊資料 10 

＜ ＞ 市街地の拡大 
、 、・区画整理事業や開発行為等により 急激な宅地利用の増進がなされ 市街地が拡大

、 、したが まちづくりと公共交通の整備の連携がなされないことにより 公共交通空
（ Ｐ ）白・不便地域が拡大 別冊資料 11 

＜ ＞ 乗り継ぎ環境 
ＪＲ ／ （ Ｐ ）・  雀宮駅・岡本駅へのバス結節本数は20本 日未満 別冊資料 22 
ＪＲ 、・  雀宮駅・岡本駅の出入り口は一方向で 駅前広場やアクセス道路は整備が不十

（ Ｐ ）分 別冊資料 22 
ＪＲ 、 、・  宇都宮駅西口は バス発着本数が多く乗り継ぎしやすい一方 16のバスバース

、 （ ） 、が存在し ピーク時には10分間 8時から8時10分 に40本のバスが発車しており 
（ Ｐ ）市民・来街者ともに早発バスが不明確 別冊資料 23 

＜ ＞ 定時性 
、 、・バス路線は 自動車交通量が多い道路に多く 道路混雑により定時性の確保が困難

（ Ｐ ） 別冊資料 24 
ＪＲ 、・  宇都宮駅西口のバスバースに一般車等の流入が多く バスと一般車両の輻輳が

（ Ｐ ）発生 別冊資料 24 

＜ ＞ 快適性 
％、 ％ （・ノンステップバス導入率は14  バス停上屋の整備率は2.6 といずれも低水準 別

Ｐ ）冊資料 25 

　○バスを増便することによる対応

・公共交通空白・不便地域を解消する
、ためには 約6千台キロに相当する

（ Ｐ ～バスの増便が必要 別冊資料 26 
）27 

、Ｊ・現状のバス運行を前提とすると  
Ｒ 宇都宮駅に発着するバスが約

、1,200台増加するとともに 大通り
を走行するバスもそれに近い台数が

（ Ｐ ～ ）増加 別冊資料 26 27 
⇒ バス停・優先レーン等の機能が限界

ＪＲ・バス増便により  宇都宮駅西口の
バスバースが不足

・ＪＲ  宇都宮駅は複雑なバス運行体系
により更に案内が困難

⇒ＪＲ   宇都宮駅西口機能が限界

　○空白・不便地域にサービスを再配分
することによる対応

・宇都宮市を走行するバスの走行台キ
ロ2万5千台キロを基本に再配分を行

、った場合 必要なサービス量が不足
Ｐ(別冊資料 28)

⇒ 輸送力の絶対量が不足

解
決
の
方
向
性

② バス運行のサービス配分が不均衡
＜ ＞ バス運行の不均衡 

ＪＲ 、・現状のバス運行は  宇都宮駅と主要営業所等に集中し 人口密度に対し不均衡な
（ Ｐ ～ ）バスサービスが存在 別冊資料 12 17 

、 ／ （ ）、・特に大通りは極度に集中し オフピークでも約60本 時 平均1分間隔  ピークで
／ （ ： ～ ） 、は約100本 時 平均40秒間隔 7 9時 で運行しており 同じ都心部の鬼怒通り

、 （ Ｐ ～ ）の約20倍 南大通りの約2,000倍の本数が運行 別冊資料 16 19 

＜ ＞ バス事業者の現状 
、 （・公共交通利用者は減少し続けており 特にバスの利用者は20年間で半減 別冊資料

Ｐ ） 20 
、 、・事業者は全体に経費節減に努力しているが サービス水準の維持が困難であり 県

（ Ｐ ～ ）内においては市町営バスが増加傾向 別冊資料 20 21 
、・バス事業者各社は 将来的にバス運転者確保等に懸念

、・需要の可能性が高い 人口や産業が集積した地域
の規模と合致しないバスの運行サービス

・企業努力をしているものの利用者は減少している



２． （ ）  目指すべき交通体系の階層性イメージ 中長期 

、 、 、・乗合タクシーやミニバスなどの導入による空白地域の解消をはじめとし 都市軸となる幹線の強化 さらには 輸送力が高い交通機関
、 。としての基幹公共交通の整備による 階層性をもったネットワークへの転換を図る 

乗合タクシー等

ミニバス（ ） 循環バス・ コミュニティバス 

幹線・支線交通

基幹公共交通

１ .ネットワーク再構築に向けての対応の方向

、　　誰もが移動しやすい交通環境を整備するため 市街化区域における空白地域・不便地域の解消に向
、 。けて 階層性をもったネットワークにより輸送効率の改善を図る 

Ⅲ .

① 、 「 」 。 現在 バス路線が集中している大通り等に対して 輸送効率が高い交通システム を構築する 

② 、 。 幹線における輸送効率向上により 支線の運行本数の増加や新規路線へ振り分ける 

③ 輸送効率に対応した 。への転換を図る 

P.3

【 】 導入想定箇所・区間 
・郊外部における集落等が点在する地域

【 】 求められるサービス等 
、・日常生活の移動を確保するため その地域の実状に

。あったサービス水準 

【 】 導入想定箇所・区間 
、・市街化区域における 都心部内や日常生活の移動を

中心とした地域
・郊外部において一定規模の需要が見込める地域

【 】 求められるサービス等 
、・市街化区域においては 円滑で快適な日常生活等を

。支えるサービス水準 
、・都心部においては 周遊行動の支援を図るための高

。いサービス水準 
、・郊外部においては 日常生活の移動を確保するた

、 。め その地域の実状にあったサービス水準 

【 】 導入想定箇所・区間 
・拠点間を結ぶ都市軸等の幹線
・公共施設や集落等をつなぐ支線

【 】 求められるサービス等 
、 、・都市軸等の幹線については 円滑 快適な都市活動

、 、の促進 土地利用誘導の観点から より高いサービ
。ス水準 

、・支線については 円滑で快適な移動手段を支えるサ
。ービス水準 

【 】 導入想定箇所・区間 
、・幹線のうち 一定規模以上の輸送力が求められる区

間

【 】 求められるサービス等 
、・バスや鉄道からの乗り継ぎを考慮して 待ち時間を

気にしないで利用できる高頻度かつ定時性の高いサ
。ービス水準 

々 、・様 なライフスタイル 都市活動に対応したサービ
。ス水準 

、 、・魚の骨ネットワークは 輸送効率の適正化が図られるものの 幹線と支線の間で乗り継ぎ
。 、 。が発生する そのため 乗り継ぎを円滑にする各種施策をあわせて実施する 

、 、・ネットワーク全体の円滑な移動を促進するため 特に幹線の交通機関に関しては 定時性
。 、 。の高さが要求される そのため 定時性を確保する各種施策をあわせて実施する 



３ .再構築に向けての考え方とその対応施策

Ⅲ .

P.4

。・都心部は東西軸を支える基幹公共交通の導入を図る 
⇒ 、 、 ～ 基幹公共交通は 乗換えを円滑にするため 5分 10分に1

本の運行

・幹線・支線バスは基幹公共交通と連携したネットワークを形成
。する 

、 。・循環バスは 面的な公共交通サービスを提供する 
⇒ 、 、 ～ 業務活動や周遊行動 日常生活を支援するため 15分 20

分に1本の運行

、・周辺市街地部は 都心部と主要な拠点間を結ぶ都市軸等におい
、ては幹線バス その他地域では支線バスによる公共交通サービ
。スを提供する 

⇒ 、 、 ～ 幹線バスは 快適な都市活動を支えるため 15分 20分に1
本の運行

⇒ 、 、 支線バスは 円滑な日常生活を支えるため 30分程度に1本
の運行

、・日常生活の移動については ミニバス等の地域内交通により基
、 。幹公共交通 幹線バス等への接続を図る 

⇒ 、 、 地域内交通は 日常生活を支えるため 30分程度に1本の運
行

、・都市軸等の幹線バスの沿線以外では ミニバスや乗合タクシー
、等の地域内交通により基幹公共交通 幹線バス等への接続を図

。る 
⇒ 、 幹線バスは 30分程度に1本の運行

⇒ 、 地域内交通は 地域の実状にあわせる

、 、・東部産業拠点は 企業活動を支援するため 都心部とを結ぶ基
。幹公共交通の導入を図る 

、・拠点内については 基幹公共交通を中心にミニバスや乗合タク
。シー等の地域内交通によりサービスを図る 

⇒ 、 、 ～ 基幹公共交通は 産業拠点の形成を図るため 10分 15分
に1本の運行

⇒ 、 地域内交通は 地域の実状にあわせる

、 、　ネットワークを再構築する取り組みは 短期的には行えず 時間を要す
、 。るものであるため 以下のように段階的な対応を行うこととする 

○階層性のあるネットワークを構成するための中長期的施策
→ （ ） 　 理念を踏まえたグランドデザインを提示 

　・人口分布や都市機能の集積に応じた幹線軸の設定と段階的な整備
　・幹線・支線の乗り継ぎを円滑にする結節施設の整備
　・サービスレベルに応じたバスの再配分による効率的な運行
　・鉄道やバスなどの交通機関が相互に連携した公共交通ネットワークの形成

○将来のネットワーク構築に繋げるための短期的施策
→ （ ）　 　 戦略としてプログラム化 

　・現況バス路線の維持・存続
　・マイカーから公共交通利用への意識転換策
　・公共交通利用者の利便性を向上する利用環境整備(サイクルアンドライド

、駐輪場 停留所の整備等)
　・市街化区域内の空白地域の削減(改善)
　・郊外部の地域内交通との連携強化
　・駅前広場など交通結節点の利用環境改善

◎ ◎ ○ ―

○ ◎ ○ ―

― ◎ ○ ◎

◎ ○ ○ ◎

(循環バス)

【 】 短期 
・ハイグレードバス停の整備
ＪＲ・  宇都宮駅西口駅前広場
の利用環境整備

【 】 中長期 
・基幹公共交通の整備
・循環バスの充実
・乗継施設の整備

【 】 短期 
・空白地域へのバス路線導入
・地域内交通の導入
・サイクルアンドライド駐輪

場の整備

【 】 中長期 
ＰＴＰＳ・    (公共車両優先シ
ステム)の導入

・バス優先レーンの整備
・乗継施設の整備

【 】 短期 
・地域内交通の導入
・サイクルアンドライド駐輪

場の整備

【 】 中長期 
・乗継施設の整備

【 】 短期 
・地域内交通の導入

【 】 中長期 
・基幹公共交通の整備
・乗継施設の整備
・パークアンドライド駐車場

の整備
・乗継施設の整備

、 、※ 地域内交通とは 地域の中で 病院やスーパーなどの生活に必要な施設を
。めぐる公共交通のことである 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


